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労働図書館新着情報

労働図書館　http://www.jil.go.jp/lib/index.html
　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書138,404冊、洋書44,325冊、和洋
の製本雑誌25,759冊を所蔵している日本有数の労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パー
ト派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉などがあり、これらで、蔵
書の半数以上を占めています。このほかにも、経済書をはじめ経営学、心理学、教
育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、和雑誌（266種）、洋雑誌（142
種）、紀要（507種）、組合機関誌・紙を受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発行の統計類などの逐次刊行
物、経団連など経営者団体の刊行物や民間研究機関刊行物、社史があり、労働組
合に関しては、労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを
継続的に収集しています。洋書については、特に国際労働機関（ILO)総会の議事
録や経済協力開発機構（OECD）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションとしては、戦前・戦後を通して歴史的に貴
重な労働組合の原資料を収集、提供しています。

所 在 地：〒177-8502 東京都練馬区上石神井 4-8-23
開館時間：9：30～ 17：00
休 館 日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03（5991）5032 ／ FAX：03（5991）5659
利用資格：どなたでもご自由にご利用できます

貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンス・サービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています

労働図書館新着情報
今月の図書紹介

①中島厚志著『大過剰』日本経済新聞出版社
（243頁，四六判）

著者は「現在、世界的にヒト・モノ・カネ・エネルギーに、
あまりに大きな供給力が生じている」と強調する。ヒトの需給
では、いまやどの主要先進国でも、移民流入の可能性を勘案す
れば、改善困難な絶対的労働力不足が長期に続くとは考えにく
いという。日本の場合、新卒採用にこだわる企業の考え方によっ
て、労働市場がうまく機能せず、せっかくの有為な人材が活用
されず飽和している、とする。その一方で、そう遠くない将来
に人工知能（ＡＩ）やＩＴによるヒトの労働の代替が加速度的
に進むとの見方もあると指摘。ＡＩ時代にはスキルがさらに要
求されるため、付加価値のある人材育成が急務だと主張する。
そうすれば、日本に逆転のチャンスが生まれるとの考えを明示。

③�エドワード・Ｐ・ラジアー他著『人事と組織の経済学　実践編』
日本経済新聞出版社� （xx＋553頁，A5判）
本書は、採用から退職に至る企業の人事制度が、置かれた環
境の変化や目指すべき方向性によってどう変わるかを示す「人
事経済学」のバイブル。従来の経済学のように個々人の金銭的
合理性だけを取り上げるのではなく、心理学や社会学の研究
成果なども取り入れ、プライドやモチベーションの持続可能性、
考え方の違い、チームワークや情報の共有の必要性なども組み
込んだ合理性を論じる。人事に関する諸問題を経済理論とケー
ススタディーを取り混ぜて解説しつつ、合理的な手法を示唆す
る。日本企業については、正社員だけに保証された雇用の安定は、
生産性向上や経済成長をもたらさないため、ダイナミックで適
応性と革新性が高い組織を設計する必要があると提唱する。

②浜屋祐子他著『育児は仕事の役に立つ』光文社
（258頁，新書判）

企業経験のある女性が大学院で行った共同研究の成果。育児
経験と「ワーク」が対局にあるのではないとの前提に立ち、今後、
日本では一段と共働きが増えていくと予測。その際、目指すべ
きは、共働き家庭でいかに育児を分担するかだとし、従来の女
性一人だけで育児を抱え込む「ワンオペ育児」ではなく、夫婦
や祖父母、親戚、保育園などがチームとして育児を担う「チー
ム育児」の重要性を主張。チーム育児をしていくと、職場での
リーダーシップ能力や業務能力を高める効果が見られ、管理職
を敬遠する人でもマネジメントそのものに魅力を感じるように
なると分析する。人を動かすこと、体制づくりを行うことを通
じて、マネジメントの本質を理解することができると説く。

④原論著『労基署は見ている。』日本経済新聞出版社
（217頁，新書判）

「電通過労自死事件」を受け、労働基準監督署がクローズアッ
プされ、「かとく」のガサ入れが話題になった。本書は、19年
間の国家公務員人生の大半を労働Ｇメンとも言われる労働基準
監督官として過ごした著者が、監督署がどんな組織であるのか、
自分の経験に基づいて解説するほか、「監督官は予告なく企業
を訪問する」「監督官はすべての案件を原則一人で処理する」
「ブラック企業は常にマークされている」ことなどを事例とと
もに明示する。同時に情報収集・調査をどのように実施するのか、
また、労災事故の現場の実情、企業による姑息な労災隠しの実
態について生々しいやり取りを紹介。労働Ｇメンについてここ
まで赤裸々に書かれた本はかつてないのではないだろうか。

主な受け入れ図書
（2017年５―６月労働図書館受け入れ）
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野崎堅三著『日雇い臨時工員から非正規社員になった男の奮闘記』青山ライフ出版（169頁,�A5判） 山本勲著『労働経済学で考える人工知能と雇用』三菱経済研究所（ii+74頁,�A5判）

赤川学著『これが答えだ！少子化問題』筑摩書房（196頁,�新書判） 朝日雅也他編『障害者雇用における合理的配慮』中央経済社（5+iv+199頁,�A5判）

中原淳著『人材開発研究大全』東京大学出版会（xxxi+870頁,�A5判） 松村直樹他共著『新キャリア開発支援論』学事出版（125頁,�A5判）

池上彰著『世界から格差がなくならない本当の理由』ＳＢクリエイティブ（211頁,�新書判） 佐藤文昭著『日本の電機産業失敗の教訓』朝日新聞出版（255頁,�四六判）

小畑史子著『よくわかる労働法　第３版』ミネルヴァ書房（vi+210頁,�B5判） 牧久著『昭和解体：国鉄分割・民営化30年目の真実』講談社（517頁,�A5判）

（日本十進分類［NDC］順に掲載）
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